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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
ガ
ン
ブ
レ
学
園
…
こ
の
学
園
は
本
来
な
ら
ば
ガ
ン
プ
ラ
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
等
を
行
う
学
園

だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
生
徒
会
チ
ー
ム
『
ラ
プ
ラ
ス
・
ネ
ス
ト
』
に
よ
る
力
こ
そ
全
て
の
考
え
方
に
よ
る
所
謂

世
紀
末
的
様
相
を
醸
し
出
し
て
い
る
学
園
に
成
り
果
て
て
い
る
。

　
こ
の
物
語
は
サ
イ
ド
ゼ
ロ
の
物
語
に
非
ず
、
学
園
に
通
う
少
年
少
女
の
チ
ー
ム
の
物
語
で
あ
る
。

「
学
園
の
為
に
か
…
俺
に
は
無
理
だ
な
」

「
…
け
ど
な
、
俺
達
に
と
っ
て
大
切
な
『
モ
ノ
』
奪
う
っ
て
の
な
ら
…
覚
悟
出
来
て
る
よ
な
?
」
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プ
ロ
ロ
ー
グ

オ
リ
キ
ャ
ラ
並
び
に
オ
リ
ガ
ン
解
説
①

　　
相
羽
　
巧
（
ア
イ
バ
　
タ
ク
ミ
）

　
プ
ロ
ロ
ー
グ
時
：
１
５
歳

　
本
編
：
１
６
歳

　
基
本
情
報
：

　
ガ
ン
ブ
レ
学
園
に
通
う
ご
く
普
通
の
ガ
ン
プ
ラ
馬
鹿
で
面
倒
臭
が
り
だ
が
、
自
分
や
そ
の
周
囲
の
大

切
な
『
モ
ノ
』
を
奪
う
行
為
や
人
物
に
対
し
て
牙
を
剥
く
様
な
一
面
を
持
つ
。
ガ
ン
プ
ラ
の
腕
も
悪
く

な
く
…
主
に
エ
ク
シ
ア
等
の
高
機
動
近
距
離
タ
イ
プ
の
ガ
ン
プ
ラ
の
適
正
が
高
く
、
ビ
ル
ダ
ー
と
し
て

も
高
い
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

　
後
述
の
雪
村
　
茜
と
は
幼
な
じ
み
で
あ
り
、
恋
心
を
抱
く
が
…
中
々
告
白
の
決
心
が
着
い
て
な
い
模

様
。

　
容
姿
は
黒
髪
、
黒
目
の
短
髪
で
多
少
痩
せ
形
だ
が
…
所
謂
細
マ
ッ
チ
ョ
で
あ
る
。

　
雪
村
　
茜
（
ユ
キ
ム
ラ
　
ア
カ
ネ
）

　
プ
ロ
ロ
ー
グ
時
：
１
５
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本
編
：
１
６

　
基
本
情
報
：

　
ガ
ン
ブ
レ
学
園
に
通
う
女
生
徒
で
、
面
倒
焼
き
の
お
節
介
で
人
当
た
り
も
悪
く
な
く
…
非
公
式
で
彼

女
に
し
た
い
娘
の
ト
ッ
プ
３
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
ほ
ど
。

　
因
み
に
、
彼
女
自
体
は
何
も
知
ら
な
い
ら
し
い
。
ガ
ン
プ
ラ
ビ
ル
ダ
ー
と
し
て
は
イ
ー
ジ
ス
や
セ
イ

バ
ー
と
言
っ
た
ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
系
ガ
ン
プ
ラ
が
好
み
で
あ
り
…
そ
れ
が
行
き
過
ぎ
た
の
か
フ
リ
ー
ダ
ム
系

ガ
ン
プ
ラ
と
の
バ
ト
ル
の
際
に
は
一
切
容
赦
無
く
破
壊
す
る
様
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
本
人
曰
く
「
何
か
…
割
れ
た
感
じ
が
…
」
と
の
事
。

　
彼
女
も
巧
の
事
は
好
き
ら
し
い
が
、
返
事
を
待
っ
て
い
る
と
い
っ
た
乙
女
な
の
か
周
囲
が
ヤ
キ
モ
キ

し
て
る
模
様
。

　
容
姿
は
Ｉ
Ｓ
の
箒
を
雰
囲
気
柔
ら
か
く
し
た
感
じ
。

　
ト
ー
マ
・
ア
ル
バ
ト
ロ

　
本
編
：
１
５

　
ガ
ン
ブ
レ
学
園
に
通
う
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
の
留
学
生
。
美
形
と
紳
士
的
態
度
か
ら
女
生
徒
か
ら
の
人

気
は
高
い
も
の
の
、
彼
自
身
は
相
羽
　
カ
ナ
ミ
に
御
執
心
の
模
様
。

　
本
人
曰
く
「
昔
に
出
逢
っ
て
一
目
惚
れ
で
す
。」

　
ビ
ル
ダ
ー
と
し
て
の
技
術
並
び
に
技
量
も
高
く
、
主
に
鉄
血
系
ガ
ン
プ
ラ
を
メ
イ
ン
に
ア
セ
ン
を
組
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む
。

　
容
姿
は
ウ
ェ
ー
ブ
の
掛
か
っ
た
金
髪
に
蒼
眼
で
所
謂
モ
デ
ル
体
型
。

　
相
羽
　
カ
ナ
ミ
（
ア
イ
バ
　
カ
ナ
ミ
）

　
本
編
：
１
５

　
基
本
情
報
：

　
ガ
ン
ブ
レ
学
園
に
通
う
少
女
で
相
羽
巧
の
妹
だ
が
、
彼
女
が
５
歳
頃
に
両
親
の
再
婚
の
際
連
れ
子
同

士
で
の
兄
妹
と
な
る
。

　
性
格
は
自
分
に
自
身
が
無
い
も
の
の
、
困
っ
て
る
人
を
放
っ
て
置
け
な
い
位
優
し
い
面
や
間
違
っ
て

事
に
立
ち
向
か
え
る
面
も
併
せ
持
つ
。

　
ガ
ン
プ
ラ
ビ
ル
ダ
ー
と
し
て
は
、
Ａ
Ｇ
Ｅ
系
や
可
変
型
ガ
ン
プ
ラ
等
を
好
ん
で
ア
セ
ン
を
組
む
。

　
ト
ー
マ
の
ア
タ
ッ
ク
に
困
惑
し
つ
つ
も
、
後
述
の
穂
高
　
宗
吾
に
も
好
意
を
寄
せ
ら
れ
て
る
模
様
。

　
容
姿
は
若
干
黒
み
が
か
っ
た
茶
髪
に
紫
眼
…
髪
型
は
セ
ミ
シ
ョ
ー
ト
で
体
型
は
痩
せ
型
で
胸
は
マ

リ
カ
以
上
ユ
イ
未
満

　
穂
高
　
宗
吾
（
ホ
ダ
カ
　
ソ
ウ
ゴ
）

　
本
編
：
１
５

　
基
本
情
報
：

　
ガ
ン
ブ
レ
学
園
に
通
う
男
子
生
徒
。
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余
り
表
情
が
判
り
に
く
い
、
無
口
と
周
り
か
ら
怖
い
奴
の
レ
ッ
テ
ル
貼
ら
れ
て
る
も
の
の
、
本
質
は

か
な
り
マ
イ
ペ
ー
ス
だ
が
責
任
感
は
強
い
。

　
唯
一
、
ガ
ン
ブ
レ
学
園
に
は
家
か
ら
通
っ
て
る
ら
し
く
…
関
わ
り
が
当
初
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
あ

る
事
件
を
き
っ
か
け
に
相
羽
　
カ
ナ
ミ
に
好
意
を
抱
く
。

　
ガ
ン
プ
ラ
ビ
ル
ダ
ー
と
し
て
は
、
重
量
級
ガ
ン
プ
ラ
（
Ｚ
Ｚ
等
）
を
愛
用
し
て
お
り
、
良
く
ア
セ
ン

し
て
い
る
。

　
容
姿
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
ゴ
ッ
ド
イ
ー
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
雨
宮
リ
ン
ド
ウ
を
若
く
し
た
感
じ
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オ
リ
キ
ャ
ラ
並
び
に
オ
リ
ガ
ン
解
説
②

　　
ガ
ン
ダ
ム
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

　
ｈ
ｅ
ａ
ｄ
：
エ
ク
シ
ア

　
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
：
エ
ク
シ
ア
ア
ヴ
ァ
ラ
ン
チ
ダ
ッ
シ
ュ

　
ａ
ｒ
ｍ
ｓ
：
ス
タ
ー
バ
ー
ニ
ン
グ

　
ｌ
ｅ
ｇ
ｓ
：
Ｖ
２
ガ
ン
ダ
ム

　
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｐ
ａ
ｃ
ｋ
：
ガ
ン
ダ
ム
Ｘ

　
ｓ
ｈ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
：
シ
グ
ル
シ
ー
ル
ド

　
ビ
ル
ダ
ー
ズ
パ
ー
ツ
：
チ
ー
ク
ガ
ー
ド
×
②
（
ｈ
ｅ
ａ
ｄ
）、
ス
ラ
ス
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
×
②
（
ｌ
ｅ
ｇ

ｓ
２
両
側
）、
追
加
装
甲
板
×
②
（
ｌ
ｅ
ｇ
ｓ
１
両
側
）
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
×
①
（
ｌ
ｅ
ｇ
１
右
側
）、
ト

ラ
イ
ブ
レ
ー
ド
×
１
（
ｌ
ｅ
ｇ
１
左
側
）

　
解
説
：
相
羽
　
巧
の
駆
る
ガ
ン
プ
ラ
。
基
本
的
に
は
高
機
動
近
接
仕
様
で
あ
り
な
が
ら
、
遠
距
離
戦

に
対
応
で
き
る
汎
用
性
の
高
い
ガ
ン
プ
ラ
と
な
っ
た
。

　
欠
点
と
し
て
は
、
高
機
動
重
視
に
よ
る
機
体
耐
久
値
が
低
い
点
や
機
体
の
総
合
的
火
力
が
近
接
戦
を

し
な
い
と
じ
り
貧
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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ア
イ
ギ
ス
ガ
ン
ダ
ム

　
ｈ
ｅ
ａ
ｄ
：
イ
ー
ジ
ス

　
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
：
ダ
ブ
ル
オ
ー
ク
ア
ン
タ

　
ａ
ｒ
ｍ
ｓ
：
キ
マ
リ
ス
ヴ
ィ
ダ
ー
ル

　
ｌ
ｅ
ｇ
ｓ
：
ア
ル
ケ
ー

　
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｐ
ａ
ｃ
ｋ
：
ガ
ン
ダ
ム
Ｆ
９
１

　
ｓ
ｈ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
：
ジ
ェ
ガ
ン

　
ｗ
ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
①
：
ド
リ
ル
ラ
ン
ス

　
ｗ
ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
②
：
ビ
ー
ム
・
マ
シ
ン
ガ
ン
（
ギ
ラ
ド
ー
ガ
）

　
ビ
ル
ダ
ー
ズ
パ
ー
ツ
：
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
×
①
（
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｐ
ａ
ｃ
ｋ
）、
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
×
②
（
ｌ

ｅ
ｇ
ｓ
２
両
側
）、
追
加
装
甲
板
×
②
（
ピ
ス
ト
ル
を
収
め
る
ホ
ル
ス
タ
ー
要
素
）、
Ｇ
Ｎ
フ
ァ
ン
グ
ラ
ッ

ク
×
②
（
ｌ
ｅ
ｇ
１
の
人
体
的
に
は
臀
部
に
当
た
る
場
所
）、
丸
型
バ
ー
ニ
ア
×
①
（
ｌ
ｅ
ｇ
真
後
ろ
）

　
解
説
：
雪
村
　
茜
が
使
用
す
る
ガ
ン
プ
ラ
。

『
女
性
ら
し
く
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
元
組
み
上
げ
た
こ
の
ガ
ン
プ
ラ
は
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
ゲ
テ
モ
ノ
要

素
し
か
な
い
パ
ー
ツ
を
使
用
し
つ
つ
も
試
行
錯
誤
の
末
に
組
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
完
成
度
も
高
い
。

　
使
用
す
る
フ
レ
ー
ム
は
耐
久
値
の
高
い
エ
ン
チ
ャ
ン
ト
を
使
用
。

　
こ
の
フ
レ
ー
ム
採
用
に
は
本
機
の
パ
ー
ツ
ス
キ
ル
を
円
滑
且
つ
有
効
に
扱
え
る
為
に
と
の
事
。

6  オリキャラ並びにオリガン解説②



　
実
際
に
は
、
本
機
は
汎
用
性
の
高
い
機
体
で
あ
り
な
が
ら
対
艦
並
び
に
対
Ｍ
Ａ
撃
墜
率
の
高
さ
が
注

目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
欠
点
と
し
て
は
、
ス
ラ
ス
タ
ー
出
力
を
補
う
ア
セ
ン
を
行
っ
た
も
の
の
、
機
動
性
の
高
い
機
体
相
手

が
若
干
苦
手
な
点
や
一
癖
あ
る
ス
キ
ル
構
成
を
有
効
に
使
え
る
か
と
い
っ
た
要
素
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ガ
ン
ダ
ム
ハ
ー
デ
ス

　
ト
ー
マ
・
ア
ル
バ
ト
ロ
が
相
棒
と
称
す
る
ガ
ン
プ
ラ
。

　
主
に
鉄
血
系
並
び
に
悪
魔
等
の
禍
々
し
さ
と
神
々
し
さ
を
目
指
し
て
組
み
上
げ
て
い
る
。

　
使
用
す
る
フ
レ
ー
ム
は
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
で
あ
り
、
高
い
攻
撃
力
と
反
応
速
度
を
誇
る
。

　
欠
点
は
、
エ
ン
チ
ャ
ン
ト
以
上
の
ス
ラ
ス
タ
ー
系
の
不
足
に
よ
る
足
周
り
の
弱
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
Ａ
Ｇ
Ｅ
─
ミ
キ
シ
ン
グ

　
ｈ
ｅ
ａ
ｄ
：
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｉ
Ｉ
─
マ
グ
ナ
ム

　
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
：
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
─
ノ
ー
マ
ル

　
ａ
ｒ
ｍ
ｓ
：
イ
ー
ジ
ス

　
ｌ
ｅ
ｇ
ｓ
：
キ
ュ
リ
オ
ス

　
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｐ
ａ
ｃ
ｋ
：
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ

　
ｓ
ｈ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
：
Ζ
ガ
ン
ダ
ム

　
ｗ
ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
①
：
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
（
ウ
イ
ン
グ
）
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ｗ
ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
②
：
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
（
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
）
ロ
ン
グ
バ
レ
ル

　
ビ
ル
ダ
ー
パ
ー
ツ
：

　
大
型
ビ
ー
ム
キ
ャ
ノ
ン
×
②
（
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｐ
ａ
ｃ
ｋ
両
側
）
Ｇ
Ｎ
フ
ィ
ー
ル
ド
発
生
装
置
×
①
（
ｌ

ｅ
ｇ
腰
側
）、
プ
ロ
ペ
ラ
ン
ト
タ
ン
ク
×
②
（
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｐ
ａ
ｃ
ｋ
左
右
③
）、
レ
ド
ー
ム
×
①
（
右
側

ａ
ｒ
ｍ
ｓ
①
）、
シ
ー
ル
ド
ビ
ッ
ト
×
②
（
ｌ
ｅ
ｇ
ｓ
左
右
①
）

　
解
説
：
相
羽
　
カ
ナ
ミ
の
制
作
し
た
ガ
ン
プ
ラ
。

　
Ａ
Ｇ
Ｅ
系
と
可
変
型
ガ
ン
ダ
ム
の
パ
ー
ツ
を
バ
ラ
ン
ス
フ
レ
ー
ム
に
取
り
付
け
た
ガ
ン
プ
ラ
で
あ

り
、
射
撃
型
万
能
機
よ
り
の
ア
セ
ン
を
施
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
環
境
、
敵
機
に
対
応
可
能
と
さ
れ
て

い
る
。

　
欠
点
と
し
て
は
、
各
種
フ
レ
ー
ム
の
特
化
し
た
分
野
で
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
点
や
、
可
変
型
特
有

の
癖
に
よ
り
操
者
を
選
ぶ
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ブ
レ
イ
ズ
Ｚ
Ｚ

　
ｈ
ｅ
ａ
ｄ
：
Ｚ
Ｚ
ガ
ン
ダ
ム

　
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
：
Ｚ
Ｚ
ガ
ン
ダ
ム

　
ａ
ｒ
ｍ
ｓ
：
ブ
レ
イ
ク
デ
ィ
ア
ス

　
ｌ
ｅ
ｇ
ｓ
：
Ａ
Ｇ
Ｅ
─
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ノ
ー
マ
ル

　
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｐ
ａ
ｃ
ｋ
：
Ｐ
ジ
ム
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
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ｓ
ｈ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
：
腕
部
シ
ー
ル
ド
バ
イ
ン
ダ
ー

　
ｗ
ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
①
：
ハ
イ
パ
ー
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル

　
ｗ
ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
②
：
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
＋
バ
ズ
ー
カ

　
ビ
ル
ダ
ー
パ
ー
ツ
：

　
ニ
ー
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
×
②
（
左
右
ｌ
ｅ
ｇ
ｓ
⑥
）、
ス
ラ
ス
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
×
②
（
左
右
ｌ
ｅ
ｇ
ｓ

②
）、
ト
ラ
イ
ブ
レ
ー
ド
×
①
（
右
肩
）、
Ｇ
Ｎ
フ
ィ
ー
ル
ド
発
生
装
置
×
①
（
腰
①
）、
丸
型
バ
ー
ニ
ア

×
②
（
腰
①
左
右
）

　
解
説
：
穂
高
　
宗
吾
制
作
の
ガ
ン
プ
ラ
。

　
Ｚ
Ｚ
の
持
つ
火
力
を
活
用
し
つ
つ
も
、
防
御
や
支
援
も
視
野
に
入
れ
た
ア
セ
ン
を
施
し
て
い
る
。

　
使
用
フ
レ
ー
ム
は
エ
ン
チ
ャ
ン
ト
で
あ
り
、
宗
吾
の
ポ
リ
シ
ー
な
の
か
『
赤
』
と
Ｚ
Ｚ
ホ
ワ
イ
ト
を

基
調
に
し
て
い
る
。

　
欠
点
と
し
て
は
、
原
型
機
で
あ
る
Ｚ
Ｚ
と
比
較
し
て
実
弾
兵
装
の
少
な
さ
に
よ
る
対
ビ
ー
ム
対
策
機

に
対
し
て
の
選
択
肢
の
少
な
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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希
望
を
胸
に
〜
゛
ハ
ジ
マ
リ
゛

　　
私
立
ガ
ン
ブ
レ
学
園
…
…
ガ
ン
プ
ラ
の
制
作
、
及
び
ガ
ン
プ
ラ
バ
ト
ル
に
特
化
し
た
人
材
教
育
を
目

的
と
し
た
大
規
模
学
園
都
市
の
一
翼
を
担
う
学
園
で
あ
る
。
生
徒
達
は
皆
、
ガ
ン
プ
ラ
を
愛
し
、
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
で
そ
の
技
術
と
精
神
を
磨
き
上
げ
る
。

　
言
語
や
文
化
の
壁
を
越
え
、
ガ
ン
プ
ラ
が
世
界
中
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
に
お
い

て
、
こ
の
学
園
都
市
に
お
け
る
成
果
が
日
本
の
未
来
を
占
う
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
の
学
園
は
広
大
な
敷
地
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
最
新
鋭
の
設
備
が
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ガ
ン

プ
ラ
界
の
次
代
を
担
う
有
望
な
人
材
を
育
て
上
げ
よ
う
と
い
う
ま
さ
に
先
進
的
な
学
園
だ
。

　
そ
の
学
園
に
も
『
入
学
式
』
は
や
っ
て
く
る
…
新
た
に
通
う
少
年
少
女
達
は
期
待
や
不
安
を
胸
に
こ

の
日
を
向
か
え
る
の
だ
。

　
少
年
少
女
達
の
物
語
が
今
始
ま
る
。

　
四
月
一
日
、
桜
舞
う
私
立
ガ
ン
ブ
レ
学
園
の
正
門
を
歩
む
１
人
の
少
年
は
今
日
と
云
う
日
に
若
干
興

奮
を
覚
え
な
が
ら
講
堂
に
向
か
っ
て
い
た
。

「
え
っ
…
ま
さ
か
、
た
っ
く
ん
?
」

　
気
分
が
急
降
下
す
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
な
が
ら
、
自
身
の
あ
だ
名
の
一
つ
を
言
い
放
っ
た
存
在
は
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一
言
で
表
す
な
ら
美
少
女
で
あ
っ
た
。

　
大
和
撫
子
の
見
た
目
や
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
纏
め
た
艶
髪
に
純
白
の
制
服
を
纏
っ
た
少
女
は
、
少
年
の

反
応
に
驚
愕
し
な
が
ら
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た
。

「
そ
の
あ
だ
名
を
知
っ
て
る
っ
て
事
は
…
小
学
校
以
来
だ
な
…
茜
」

「
!?
…
た
っ
く
ん
、
覚
え
て
い
て
く
れ
た
ん
だ
。」

　
一
瞬
顔
を
し
か
め
た
も
の
の
、
懐
か
し
い
人
物
に
再
開
し
た
喜
び
か
ら
か
互
い
に
笑
っ
て
い
た
。

「
当
た
り
前
だ
ろ
…
ま
ぁ
、
雪
村
さ
ん
も
綺
麗
に
な
っ
て
ま
ぁ
。」

「
っ
て
…
何
で
名
字
呼
び
!?
…
ま
さ
か
怒
っ
て
る
よ
ね
?
」

　
不
貞
腐
れ
た
風
を
装
っ
た
巧
の
発
言
に
驚
愕
す
る
茜
だ
っ
た
が
、
互
い
に
我
慢
出
来
ず
に
笑
い
あ

う
。

「
冗
談
だ
…
っ
と
、
そ
ろ
そ
ろ
入
学
式
始
ま
る
か
ら
…
一
緒
に
行
く
か
?
」

「
う
、
う
ん
…
一
緒
に
行
こ
っ
か
」

　
互
い
に
時
間
を
確
認
仕
合
な
が
ら
、
急
い
で
講
堂
に
向
か
う
二
人
を
祝
福
す
る
か
の
様
に
桜
の
花
が

舞
っ
て
い
た
。

　
入
学
式
も
終
わ
り
…
ク
ラ
ス
分
け
の
張
り
出
し
て
あ
る
廊
下
で
は
、
一
喜
一
憂
の
声
が
響
き
渡
る
。

「
っ
と
…
お
お
っ
、
茜
と
同
じ
ク
ラ
ス
か
」

「
本
当
だ
…
じ
ゃ
あ
、
改
め
て
宜
し
く
ね
巧
君
」
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一
応
幼
な
じ
み
だ
が
、
分
別
の
し
っ
か
り
し
て
る
二
人
で
あ
っ
た
。

「
失
礼
…
ち
ょ
っ
と
確
認
さ
せ
て
貰
え
る
か
な
?
」

「
ん
?
…
あ
あ
、
悪
い
…
邪
魔
し
た
な
」

　
後
ろ
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
一
瞥
す
る
と
金
髪
の
目
立
っ
た
少
年
か
ら
で
あ
り
巧
と
茜
は
場
を
退

く
。

「
有
り
難
う
…
ふ
む
、
因
み
に
君
達
の
名
前
は
っ
と
失
礼
!
…
私
は
サ
カ
キ
　
シ
モ
ン
と
言
う
」

「
律
儀
だ
な
、
あ
ん
た
…
俺
は
相
羽
…
相
羽
　
巧
」

「
私
は
、
雪
村
　
茜
っ
て
言
い
ま
す
…
っ
て
サ
カ
キ
君
も
私
達
と
同
じ
み
た
い
だ
ね
」

　
互
い
に
軽
い
自
己
紹
介
が
て
ら
に
話
な
が
ら
、
三
人
と
も
楽
し
そ
う
に
自
分
達
の
ク
ラ
ス
に
移
動
し

て
い
っ
た
。
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日
溜
ま
り
の
中
で
゛
ニ
チ
ジ
ョ
ウ
゛

　　
教
室
で
担
任
を
待
っ
て
る
間
に
も
、
生
徒
達
は
交
流
を
深
め
て
い
る
。

「
ど
う
も
、
俺
は
相
羽
　
巧
…
え
っ
と
…
」

「
ふ
ふ
っ
、
御
丁
寧
に
有
り
難
う
…
私
は
コ
ウ
ラ
　
イ
オ
リ
宜
し
く
相
羽
君
」

　
隣
の
席
同
士
も
兼
ね
て
の
交
流
し
て
い
る
巧
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
纏
っ
た
少
女
イ
オ
リ
。

「
ど
う
も
〜
あ
た
し
は
カ
ミ
サ
カ
　
チ
ナ
ツ
…
ち
な
ち
ー
で
も
良
い
よ
」

「
あ
は
は
…
カ
ミ
サ
カ
さ
ん
か
ぁ
、
私
は
雪
村
　
茜
っ
て
言
う
の
宜
し
く
ね
」

　
人
懐
こ
い
少
女
チ
ナ
ツ
と
の
交
流
す
る
茜
と
い
っ
た
感
じ
で
時
間
は
過
ぎ
て
い
く
。

「
皆
さ
ん
、
席
に
着
い
て
下
さ
い
」

　
其
処
に
担
任
の
先
生
で
あ
る
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
や
知
的
さ
を
感
じ
さ
せ
る
女
性
が
入
り
生
徒
達

に
着
席
を
促
す
。

「
私
が
、
皆
さ
ん
の
担
任
に
な
り
ま
す
　
ア
イ
ダ
　
シ
エ
で
す
…
皆
さ
ん
宜
し
く
ね
。」

　
ア
イ
ダ
先
生
が
自
己
紹
介
を
終
え
、
そ
れ
の
流
れ
で
生
徒
達
は
自
己
紹
介
を
終
え
て
い
く
。

「
そ
れ
で
は
、
授
業
を
と
行
き
た
い
で
す
が
…
今
回
は
バ
ト
ル
ル
ー
ム
で
の
授
業
で
す
か
ら
移
動
し
ま

す
。」
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早
速
授
業
開
始
と
思
い
き
や
、
ど
う
や
ら
教
室
移
動
か
ら
始
ま
る
ら
し
い
…
大
半
の
生
徒
は
楽
し
そ

う
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
何
と
言
う
か
…
あ
の
先
生
も
大
概
な
ガ
ン
プ
ラ
馬
鹿
だ
ろ
う
な
?
」

「
ほ
う
…
巧
は
ど
う
し
て
そ
う
考
え
る
の
か
な
?
」

　
移
動
し
な
が
ら
、
駄
弁
る
生
徒
達
…
巧
は
サ
カ
キ
に
自
分
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
、
サ
カ
キ
は
関
心
し
な

が
ら
も
そ
の
答
え
を
聞
く
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

「
私
は
、
ア
イ
ダ
先
生
が
ガ
ン
プ
ラ
好
き
っ
て
の
が
判
る
と
思
う
な
。」

「
判
る
〜
雪
っ
ち
も
そ
う
思
う
よ
ね
〜
」

「
確
か
に
…
普
通
初
日
な
ら
、
大
体
座
学
か
ら
始
ま
り
そ
う
な
物
よ
ね
…
」

　
一
方
で
、
ア
イ
ダ
先
生
へ
の
好
感
を
抱
く
…
茜
、
チ
ナ
ツ
、
イ
オ
リ
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
こ
う
し
て
る
間
に
全
員
が
バ
ト
ル
ル
ー
ム
に
到
着
…
ア
イ
ダ
以
外
の
面
子
は
圧
倒
や
興
奮
を

隠
し
き
れ
な
い
様
子
を
見
せ
て
い
る
。

「
で
は
…
今
回
の
授
業
は
実
際
に
ガ
ン
プ
ラ
バ
ト
ル
の
実
践
と
行
き
ま
す
が
、
そ
う
で
す
ね
…
」

「
と
り
あ
え
ず
は
、
二
組
に
よ
る
ガ
ン
プ
ラ
バ
ト
ル
後
に
…
自
由
に
ガ
ン
プ
ラ
バ
ト
ル
を
行
い
ま
し
ょ

う
♪
」

「「
お
お
っ
…
や
っ
た
〜
♪
」」

　
ア
イ
ダ
の
提
案
に
生
徒
全
員
大
歓
喜
の
様
子
を
見
せ
る
一
方
で
…
二
組
の
選
定
を
終
え
た
ア
イ
ダ
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は
指
名
に
入
る
。

「
ま
ず
一
組
目
は
…
ア
イ
バ
　
タ
ク
ミ
君
、
サ
カ
キ
　
シ
モ
ン
君
。」

「
も
う
一
組
は
…
そ
う
ね
ぇ
、
コ
ウ
ラ
　
イ
オ
リ
さ
ん
と
ユ
キ
ム
ラ
　
ア
カ
ネ
さ
ん
お
願
い
ね
。」

「「「「
は
い
っ
!
」」」」

　
指
名
さ
れ
た
四
人
は
緊
張
と
期
待
を
胸
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
に
向
か
う
、
周
り
の
生
徒
か
ら
の
声
援

を
受
け
て
。

「
こ
れ
が
…
こ
の
学
園
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
か
…
楽
し
み
だ
な
」

『
お
楽
し
み
の
所
す
ま
な
い
が
、
タ
ク
ミ
は
何
を
使
う
ん
だ
?
…
一
応
私
は
、
ト
ー
ル
ギ
ス
Ⅱ
を
使
わ
せ

て
貰
う
よ
』

「
マ
ジ
か
!?
…
一
応
俺
は
ガ
ン
ダ
ム
エ
ク
シ
ア
を
使
わ
せ
て
貰
う
ぞ
」

　
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
に
興
味
湧
か
せ
て
る
タ
ク
ミ
に
対
し
て
…
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
か
ら
の
通
信
で
シ

モ
ン
か
ら
互
い
の
使
用
ガ
ン
プ
ラ
を
言
い
合
い
な
が
ら
始
動
開
始
を
待
つ
。

「
コ
ウ
ラ
さ
ん
…
一
応
私
は
イ
ー
ジ
ス
を
使
う
よ
?
」

『
イ
ー
ジ
ス
…
判
っ
た
わ
、
私
の
方
は
、
試
作
一
号
機
を
使
わ
せ
て
貰
う
わ
…
そ
の
、
ユ
キ
ム
ラ
さ
ん
よ

ろ
し
く
。」

「
ふ
ふ
っ
…
コ
ウ
ラ
さ
ん
、
私
の
事
ア
カ
ネ
で
良
い
よ
?
…
堅
苦
し
い
の
は
無
し
で
ね
。」

『
ふ
ふ
っ
…
中
々
悪
く
な
い
わ
ね
、
ア
カ
ネ
?
…
私
も
イ
オ
リ
で
良
い
わ
。』
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一
方
の
二
組
目
の
イ
オ
リ
と
ア
カ
ネ
ペ
ア
も
、
使
用
ガ
ン
プ
ラ
の
確
認
等
で
更
に
交
流
を
深
め
て
い

く
。

「
そ
れ
で
は
…
ア
イ
バ
、
サ
カ
キ
ペ
ア
の
発
進
ど
う
ぞ
!
」

「
判
り
ま
し
た
!
…
ア
イ
バ
　
タ
ク
ミ
…
」

『
了
解
…
サ
カ
キ
　
シ
モ
ン
…
』

「
ガ
ン
ダ
ム
エ
ク
シ
ア
…
」

『
ト
ー
ル
ギ
ス
Ⅱ
…
』

「『
行
き
ま
す
!
」』

　
そ
う
こ
う
し
て
る
間
に
ア
イ
ダ
か
ら
の
発
進
許
可
を
貰
っ
た
タ
ク
ミ
と
シ
モ
ン
は
…
自
身
の
ガ
ン

プ
ラ
を
バ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
に
発
進
さ
せ
た
…
今
か
ら
ど
ん
な
バ
ト
ル
が
出
来
る
か
、
そ
の
期
待
を
胸

に
抱
き
な
が
ら
。
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授
業
開
始
①
゛
バ
ト
ル
①
゛

　　
バ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
に
選
ば
れ
た
の
は
、
工
作
室
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
。
障
害
物
の

役
割
を
持
つ
ガ
ン
プ
ラ
や
塗
料
、
器
材
が
置
か
れ
た
机
が
無
数
と
立
ち
並
ぶ
こ
の
ス
テ
ー
ジ
は
日
常
的

な
生
活
感
の
あ
る
場
所
に
投
影
さ
れ
た
ガ
ン
プ
ラ
が
バ
ト
ル
を
す
る
と
い
う
非
日
常
的
な
光
景
が
広

が
る
面
白
い
ス
テ
ー
ジ
だ
。

　
そ
の
ス
テ
ー
ジ
に
二
体
の
ガ
ン
プ
ラ
が
投
影
さ
れ
る
。
タ
ク
ミ
の
エ
ク
シ
ア
と
サ
カ
キ
の
ト
ー
ル

ギ
ス
Ⅱ
だ
。

「
サ
カ
キ
の
ト
ー
ル
ギ
ス
Ⅱ
…
か
な
り
良
い
出
来
だ
な
…
」

『
タ
ク
ミ
の
エ
ク
シ
ア
も
…
良
い
出
来
だ
と
思
う
が
ね
』

　
互
い
の
ガ
ン
プ
ラ
の
出
来
は
か
な
り
良
く
、
互
い
に
称
賛
し
あ
う
。
共
に
純
正
ガ
ン
プ
ラ
で
あ
り
な

が
ら
熱
の
入
れ
こ
み
具
合
か
ら
伺
え
る
の
だ
ろ
う
。

「
っ
…
ど
う
や
ら
敵
の
登
場
み
た
い
だ
な
…
」

『
同
時
に
、
我
々
の
今
後
に
響
く
バ
ト
ル
で
は
あ
る
な
…
』

　
二
機
を
迎
え
撃
つ
様
に
…
ジ
ム
、
ザ
ク
や
ド
ム
と
言
っ
た
量
産
機
達
が
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
現
す
る
。

タ
ク
ミ
と
サ
カ
キ
は
見
や
り
な
が
ら
、
緊
張
の
色
を
隠
せ
な
い
様
だ
。
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「
と
り
あ
え
ず
…
最
初
は
此
方
が
前
に
出
る
。
サ
カ
キ
は
支
援
を
頼
む
」

『
了
解
し
た
…
折
り
を
見
て
入
れ
替
わ
る
様
に
動
く
と
し
よ
う
』

　
サ
カ
キ
の
ト
ー
ル
ギ
ス
Ⅱ
に
支
援
を
頼
み
な
が
ら
、
タ
ク
ミ
の
エ
ク
シ
ア
が
前
に
出
る
の
を
待
ち
わ

び
た
か
の
様
に
敵
の
射
撃
が
飛
び
交
う
中
を
ま
る
で
滑
る
か
の
様
に
エ
ク
シ
ア
は
駆
け
る
。

「
ア
イ
バ
っ
て
言
っ
た
よ
な
…
中
々
良
い
動
き
す
る
な
ぁ
」

「
う
ん
う
ん
…
そ
れ
に
楽
し
そ
う
に
動
い
て
る
よ
ね
〜
」

　
そ
の
エ
ク
シ
ア
の
動
き
を
観
戦
し
て
い
る
生
徒
達
も
関
心
す
る
と
共
に
楽
し
そ
う
に
動
か
す
様
に

徐
々
に
興
奮
し
て
い
く
。

「
…
狙
い
撃
つ
!
…
嫌
ま
ぁ
言
っ
て
み
た
い
台
詞
な
ん
だ
よ
な
」

『
全
く
…
そ
れ
で
撃
墜
し
て
る
の
だ
か
ら
呆
れ
る
や
ら
関
心
す
る
よ
!
』

　
多
少
余
裕
が
生
ま
れ
た
の
か
軽
口
を
叩
き
な
が
ら
、
互
い
に
撃
墜
ス
コ
ア
を
稼
い
で
い
く
タ
ク
ミ
と

サ
カ
キ
は
流
石
と
言
っ
た
所
だ
ろ
う
。

「
っ
て
…
サ
カ
キ
そ
ろ
そ
ろ
前
衛
交
代
す
る
か
?
」

『
ま
ぁ
、
頃
合
い
だ
ろ
う
な
…
タ
イ
ミ
ン
グ
は
任
せ
よ
う
』

　
そ
の
中
で
、
徐
々
に
エ
ク
シ
ア
は
後
退
し
な
が
ら
ト
ー
ル
ギ
ス
Ⅱ
に
接
近
し
て
い
く
。

「
ん
じ
ゃ
あ
…
交
代
だ
頼
ん
だ
よ
『
シ
モ
ン
』
…
」

『
全
く
…
そ
れ
は
殺
し
文
句
だ
ぞ
『
タ
ク
ミ
』
!
』
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あ
わ
や
衝
突
か
と
思
わ
れ
た
刹
那
、
エ
ク
シ
ア
は
バ
ク
宙
を
繰
り
出
し
な
が
ら
、
ビ
ー
ム
ダ
ガ
ー
を

投
擲
し
…
そ
の
下
を
ト
ー
ル
ギ
ス
Ⅱ
は
ス
ー
パ
ー
バ
ー
ニ
ア
か
ら
産
ま
れ
る
推
力
を
利
用
し
て
敵
機

に
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
を
叩
き
込
む
。

「
凄
い
わ
ね
…
サ
カ
キ
君
も
だ
け
ど
、　
タ
ク
ミ
君
も
」

（
や
っ
ぱ
り
、
た
っ
く
ん
凄
い
な
ぁ
私
も
負
け
ら
れ
な
い
!
）

　
こ
の
一
連
の
動
き
に
、
待
機
中
の
イ
オ
リ
と
ア
カ
ネ
も
関
心
し
な
が
ら
も
対
抗
心
を
燃
や
し
て
い

く
。

「
シ
モ
ン
…
や
っ
ぱ
り
最
後
っ
て
の
は
さ
…
」

『
タ
ク
ミ
…
や
っ
ぱ
り
こ
の
位
デ
カ
イ
の
が
来
る
も
の
さ
!
』

　
一
通
り
の
敵
機
を
撃
破
し
た
所
で
、
二
機
に
立
ち
塞
が
る
は
…
Ｐ
Ｇ
ガ
ン
ダ
ム
。

　
タ
ク
ミ
と
シ
モ
ン
は
、
緊
張
処
か
興
奮
を
隠
し
き
れ
な
い
様
子
で
Ｐ
Ｇ
ガ
ン
ダ
ム
に
攻
撃
を
仕
掛
け

て
い
く
。

「
流
石
Ｐ
Ｇ
だ
…
で
も
、
ダ
メ
ー
ジ
は
入
っ
て
る
筈
だ
!
」

『
タ
ク
ミ
…
《
ト
ラ
ン
ザ
ム
》
は
使
え
る
か
?
』

「
一
応
使
え
る
状
態
だ
け
ど
…
ど
う
す
る
ん
だ
?
」

『『
セ
ブ
ン
ソ
ー
ド
』
と
言
え
ば
納
得
し
て
く
れ
る
か
な
?
』

「
成
る
程
な
…
じ
ゃ
あ
、
お
互
い
に
抜
か
ら
な
い
様
に
だ
な
」
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流
石
は
Ｐ
Ｇ
と
言
っ
た
所
だ
ろ
う
か
…
二
機
の
火
力
に
物
怖
じ
せ
ず
に
反
撃
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

を
放
つ
姿
は
驚
異
的
で
あ
る
。

　
そ
の
火
線
を
避
け
な
が
ら
二
人
は
作
戦
プ
ラ
ン
を
実
行
す
べ
く
駆
け
る
。

「
お
っ
!?
…
ア
イ
バ
の
エ
ク
シ
ア
が
ト
ラ
ン
ザ
ム
を
発
動
さ
せ
た
ぞ
!
」

「
で
も
、
ま
だ
Ｐ
Ｇ
を
倒
す
の
に
は
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
?
」

　
観
戦
し
て
い
る
生
徒
達
か
ら
疑
問
の
声
が
挙
が
る
中
で
、
タ
ク
ミ
の
エ
ク
シ
ア
が
真
紅
に
染
ま
る
…

ト
ラ
ン
ザ
ム
を
起
動
さ
せ
た
の
だ
。

「
ん
じ
ゃ
あ
…
行
く
ぞ
!
…
シ
モ
ン
お
先
に
な
」

『
タ
ク
ミ
…
私
の
活
躍
の
場
も
残
し
て
く
れ
よ
?
』

　
エ
ク
シ
ア
は
ガ
ン
ダ
ム
に
向
か
っ
て
駆
け
る
…
一
方
シ
モ
ン
の
ト
ー
ル
ギ
ス
Ⅱ
は
そ
の
時
に
備
え

つ
つ
、
エ
ク
シ
ア
を
支
援
す
る
。

「
こ
い
つ
で
…
ど
う
だ
!
…
ち
ぃ
っ
、
ま
だ
耐
久
値
が
残
っ
た
か
…
」

『
ふ
む
っ
…
タ
ク
ミ
、
後
は
私
が
幕
を
降
ろ
さ
せ
て
貰
お
う
か
な
?
」

「
仕
方
な
い
か
…
じ
ゃ
あ
シ
モ
ン
頼
む
」

『
ふ
っ
…
な
ら
ば
、
落
ち
ろ
!!
』

　
エ
ク
シ
ア
は
ト
ラ
ン
ザ
ム
を
発
動
さ
せ
な
が
ら
、
Ｐ
Ｇ
ガ
ン
ダ
ム
の
攻
撃
を
避
け
な
が
ら
セ
ブ
ン

ソ
ー
ド
を
叩
き
込
む
が
、
ガ
ン
ダ
ム
は
驚
異
的
な
耐
久
値
に
よ
り
辛
う
じ
て
撃
破
さ
れ
な
か
っ
た
。
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だ
が
、
流
石
に
堪
え
た
の
だ
ろ
う
…
そ
の
巨
体
が
膝
を
つ
い
た
隙
に
エ
ク
シ
ア
は
離
脱
し
、
そ
の
瞬

間
を
待
ち
わ
び
た
ト
ー
ル
ギ
ス
Ⅱ
の
最
大
火
力
で
の
ド
ー
バ
ー
ガ
ン
が
火
を
吹
く
。

　
丁
度
ガ
ン
ダ
ム
が
爆
発
す
る
間
際
に
エ
ク
シ
ア
は
ト
ー
ル
ギ
ス
Ⅱ
の
隣
に
着
地
し
、
共
に
ガ
ン
ダ
ム

の
爆
発
を
確
認
す
る
と
バ
ト
ル
は
終
了
し
た
。

「
あ
〜
疲
れ
た
け
ど
…
や
っ
ぱ
り
ガ
ン
プ
ラ
バ
ト
ル
は
良
い
よ
な
…
」

『
お
疲
れ
様
だ
タ
ク
ミ
…
後
は
彼
女
達
の
バ
ト
ル
観
戦
す
る
と
し
よ
う
』

「
同
感
だ
な
…
と
り
あ
え
ず
は
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
出
て
か
ら
だ
な
」

　
バ
ト
ル
終
了
し
た
二
人
を
観
戦
し
て
い
た
生
徒
達
が
迎
え
る
中
で
、
タ
ク
ミ
と
シ
モ
ン
は
次
の
イ
オ

リ
と
ア
カ
ネ
の
バ
ト
ル
観
戦
の
為
に
モ
ニ
タ
ー
に
視
線
を
向
け
る
。

『
ア
カ
ネ
…
あ
の
後
の
バ
ト
ル
だ
け
ど
緊
張
し
て
な
い
?
』

「
あ
は
は
…
実
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
て
る
よ
…
で
も
負
け
ら
れ
な
い
よ
ね
?
」

『
そ
う
ね
…
と
り
あ
え
ず
は
私
達
の
バ
ト
ル
も
頑
張
る
し
か
な
い
わ
ね
』

　
一
方
の
イ
オ
リ
と
ア
カ
ネ
も
バ
ト
ル
に
備
え
つ
つ
、
緊
張
を
隠
し
き
れ
な
い
様
子
だ
が
…
同
時
に
負

け
ら
れ
な
い
様
子
を
見
せ
て
い
る
。

「
そ
れ
で
は
、
イ
オ
リ
さ
ん
と
ア
カ
ネ
さ
ん
ペ
ア
…
発
進
ど
う
ぞ
!
」

『
判
り
ま
し
た
…
コ
ウ
ラ
・
イ
オ
リ
…
』

「
は
、
は
い
!
…
ユ
キ
ム
ラ
・
ア
カ
ネ
…
」
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『
ガ
ン
ダ
ム
試
作
一
号
機
…
』

「
イ
ー
ジ
ス
ガ
ン
ダ
ム
…
」

『「
行
き
ま
す
!!
」』

　
ア
イ
ダ
か
ら
の
発
進
指
示
を
受
け
、
イ
オ
リ
と
ア
カ
ネ
の
ガ
ン
プ
ラ
は
戦
場
に
飛
翔
す
る
。
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授
業
開
始
②
゛
バ
ト
ル
②
゛

　　
戦
場
に
選
ば
れ
た
の
は
月
面
基
地
…
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
誇
り
、
コ
ロ
ニ
ー
の
残
骸
や
地
下
施
設

が
目
立
つ
ス
テ
ー
ジ
だ
。

　
そ
の
ス
テ
ー
ジ
に
イ
オ
リ
の
ガ
ン
ダ
ム
試
作
一
号
機
と
ア
カ
ネ
の
イ
ー
ジ
ス
ガ
ン
ダ
ム
が
投
影
さ

れ
る
。

「
イ
オ
リ
ち
ゃ
ん
…
一
号
機
は
溺
れ
な
い
よ
ね
?
」

『
や
め
て
頂
戴
…
縁
起
で
も
無
い
ん
だ
か
ら
』

　
ア
カ
ネ
か
ら
の
通
信
に
苦
笑
を
浮
か
べ
な
が
ら
返
信
す
る
イ
オ
リ
…
ま
ぁ
、
原
作
そ
の
ま
ま
な
ら
懸

念
す
べ
き
事
項
だ
が
ら
判
ら
な
い
訳
じ
ゃ
な
い
ら
し
い
。

「
大
丈
夫
な
ら
…
良
い
け
ど
っ
て
来
た
み
た
い
だ
ね
…
」

『
そ
う
ね
…
そ
れ
な
ら
、
フ
フ
フ
ッ
…
!
』

　
そ
う
こ
う
し
て
る
内
に
、
ジ
ム
や
ザ
ク
等
の
量
産
機
が
出
現
す
る
中
、
突
如
不
気
味
な
笑
い
声
を
挙

げ
る
イ
オ
リ
に
ア
カ
ネ
や
観
戦
し
て
い
た
生
徒
達
は
困
惑
の
表
情
を
浮
か
べ
る
。

「
え
っ
と
…
イ
オ
リ
ち
ゃ
ん
?
…
『
さ
あ
、
バ
ト
ル
開
始
よ
!
破
壊
し
て
蹂
躙
し
て
あ
げ
る
!
』
っ
て

ち
ょ
っ
と
!?
」
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嬉
々
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
る
イ
オ
リ
に
通
信
し
た
ア
カ
ネ
だ
が
、
そ
れ
に
構
わ
ず
に
敵
機
に
突
貫

す
る
イ
オ
リ
に
驚
愕
し
た
声
を
あ
げ
る
ア
カ
ネ
だ
っ
た
。

「
と
、
と
り
あ
え
ず
私
も
戦
わ
な
い
と
…
!
」

　
と
は
言
え
、
呆
け
て
い
る
暇
は
無
い
の
だ
…
ア
カ
ネ
も
気
を
取
り
直
し
て
イ
ー
ジ
ス
を
敵
機
に
向
け

て
駆
け
る
。

「
ユ
キ
っ
ち
…
何
か
ス
ケ
ー
タ
ー
み
た
い
で
…
綺
麗
…
」

「
コ
ウ
ラ
さ
ん
も
だ
け
ど
、
ユ
キ
ム
ラ
さ
ん
も
凄
い
よ
…
」

　
ま
る
で
駆
け
抜
け
る
嵐
の
如
く
敵
機
を
蹂
躙
す
る
イ
オ
リ
の
一
号
機
と
対
照
的
に
、
ア
カ
ネ
の
イ
ー

ジ
ス
は
ま
る
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
の
様
に
ビ
ー
ム
や
実
弾
を
避
け
な
が
ら
的
確
な
ラ
イ
フ
ル

射
撃
や
脚
部
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
を
駆
使
し
て
敵
機
を
撃
破
し
て
い
く
。

「
ん
〜
や
っ
ぱ
り
イ
ー
ジ
ス
の
ラ
イ
フ
ル
は
取
り
回
し
が
悪
い
か
も
…
ん
?
あ
れ
は
、
ザ
ク
の
マ
シ
ン

ガ
ン
…
」

　
当
の
本
人
は
、
イ
ー
ジ
ス
の
ラ
イ
フ
ル
の
取
り
回
し
の
悪
さ
に
辟
易
し
な
が
ら
も
ザ
ク
の
マ
シ
ン
ガ

ン
を
発
見
と
同
時
に
回
収
す
る
。

『
う
ふ
ふ
…
あ
は
は
!!
…
最
高
だ
わ
!
』

「
イ
オ
リ
ち
ゃ
ん
は
あ
ん
な
感
じ
だ
け
と
…
し
っ
か
り
周
囲
の
把
握
出
来
て
る
み
た
い
…
」

　
相
変
わ
ら
す
の
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
の
イ
オ
リ
だ
が
、
し
っ
か
り
と
周
囲
の
把
握
出
来
て
る
点
に
関
心
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す
る
ア
カ
ネ
。

　
そ
ん
な
イ
オ
リ
に
ア
カ
ネ
は
イ
ー
ジ
ス
の
ラ
イ
フ
ル
を
あ
ろ
う
事
か
投
げ
渡
し
て
来
た
。

『
…
ア
カ
ネ
?
ど
う
い
う
つ
も
り
か
し
ら
…
っ
て
ザ
ク
マ
シ
ン
ガ
ン
で
す
っ
て
!?
』

「
や
っ
ぱ
り
私
は
、
ラ
イ
フ
ル
よ
り
マ
シ
ン
ガ
ン
の
方
が
使
い
勝
手
良
い
と
思
う
か
ら
ね
!
」

　
ラ
イ
フ
ル
を
受
け
取
っ
た
イ
オ
リ
は
疑
問
に
思
い
な
が
ら
ア
カ
ネ
の
方
に
目
を
向
け
る
と
、
ザ
ク
マ

シ
ン
ガ
ン
に
換
装
し
な
が
ら
敵
機
を
撃
破
し
て
い
く
ア
カ
ネ
に
驚
愕
す
る
。

『
!?
…
ど
う
や
ら
大
物
み
た
い
ね
!!
』

　
あ
る
程
度
の
敵
機
を
撃
破
し
た
二
人
の
前
に
投
影
さ
れ
る
機
体
…
Ｐ
Ｇ
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム

ガ
ン
ダ
ム
が
出
現
す
る
。

『
さ
あ
…
ど
う
や
っ
て
破
壊
し
よ
う
か
し
ら
?
』

「
フ
リ
ー
ダ
ム
?
…
」

『
ア
カ
ネ
?
…
ど
う
し
た
の
…
!?
』

「
フ
リ
ー
ダ
ム
…
フ
リ
ー
ダ
ム
ゥ
ゥ
ゥ
!!
」

　
ど
の
様
に
破
壊
す
る
か
思
案
す
る
イ
オ
リ
に
対
し
て
、
突
如
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
を
確
認
し
て

一
端
沈
黙
す
る
ア
カ
ネ
。

　
確
認
の
為
に
通
信
を
入
れ
る
イ
オ
リ
だ
が
、
そ
の
瞬
間
に
ま
る
で
衝
撃
の
名
を
冠
し
た
ガ
ン
ダ
ム
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
如
く
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
に
突
貫
す
る
ア
カ
ネ
だ
っ
た
。
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『
な
、
何
な
の
ア
レ
!?
…
と
り
あ
え
ず
援
護
す
る
わ
!
』

「
ユ
キ
っ
ち
の
目
…
何
か
ハ
イ
ラ
イ
ト
消
え
て
な
い
!?
」

（
嗚
呼
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
な
る
か
）

　
驚
き
な
が
ら
援
護
に
移
る
イ
オ
リ
や
チ
ナ
ツ
を
含
め
た
生
徒
達
が
困
惑
す
る
な
か
、
タ
ク
ミ
だ
け
は

諦
感
と
こ
う
な
る
事
が
判
っ
て
た
表
情
を
浮
か
べ
る
。

「
タ
ク
ミ
、
後
で
説
明
出
来
る
な
?
」

「
判
っ
た
…
一
応
本
人
も
交
え
て
な
っ
て
も
う
そ
ろ
そ
ろ
か
な
…
」

　
そ
の
タ
ク
ミ
に
何
か
を
知
っ
て
る
と
感
じ
た
シ
モ
ン
は
、
説
明
を
求
め
る
と
タ
ク
ミ
も
了
承
し
な
が

ら
モ
ニ
タ
ー
に
視
線
を
向
け
る
。

「
こ
い
つ
…
こ
い
つ
だ
け
は
!
」

『
ア
カ
ネ
!
…
何
て
動
き
な
の
…
最
高
じ
ゃ
な
い
!
』

　
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
の
攻
撃
を
華
麗
に
回
避
し
、
反
撃
す
る
イ
ー
ジ
ス
の
動
き
に
賞
賛
し
な
が

ら
一
号
機
の
マ
シ
ン
ガ
ン
と
ラ
イ
フ
ル
の
一
斉
射
撃
で
援
護
す
る
イ
オ
リ
。

『
ア
カ
ネ
!
一
緒
に
決
め
る
わ
よ
!
』

「
イ
オ
リ
?
…
う
ん
、
お
願
い
!
」

　
一
号
機
の
一
斉
射
撃
に
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
は
膝
を
着
い
た
の
を
見
計
ら
い
、
イ
オ
リ
は
ア
カ

ネ
に
一
緒
に
決
め
よ
う
と
通
信
を
入
れ
る
。
若
干
冷
静
さ
を
取
り
戻
し
た
ア
カ
ネ
も
イ
オ
リ
の
狙
い

26  授業開始②゛バトル②゛



に
少
々
戸
惑
い
な
が
ら
も
了
承
す
る
。

「『
こ
れ
で
…
終
わ
り
!
』」

　
同
時
に
飛
び
出
し
た
一
号
機
と
イ
ー
ジ
ス
の
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
が
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
の
腹

部
…
カ
リ
ド
ゥ
ス
の
発
射
口
に
突
き
刺
さ
る
。

　
二
機
が
離
脱
し
…
着
地
し
た
瞬
間
に
ス
ト
ラ
イ
ク
フ
リ
ー
ダ
ム
は
爆
発
す
る
と
同
時
に
バ
ト
ル
の

終
了
を
告
げ
る
。

「
ふ
う
っ
…
良
い
バ
ト
ル
だ
っ
た
わ
ね
…
ア
カ
ネ
?
」

「
う
わ
ぁ
…
ま
た
あ
の
状
態
に
…
」

　
晴
々
と
し
た
表
情
の
イ
オ
リ
に
対
し
て
、
明
ら
か
に
落
ち
込
ん
で
い
る
ア
カ
ネ
…
無
意
識
と
意
識
に

残
っ
て
る
の
の
差
な
の
だ
ろ
う
。

　
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
た
二
人
は
他
の
生
徒
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
る
事
に
気
付
き
つ
つ
、
皆

と
合
流
す
る
。

「
う
う
っ
、
お
見
苦
し
い
所
を
見
せ
ち
ゃ
っ
た
。」

「
で
?
…
タ
ク
ミ
は
知
っ
て
た
様
だ
が
、
彼
女
は
一
体
何
で
あ
ん
な
状
態
に
な
る
ん
だ
?
」

「
ま
ぁ
、
俺
と
ア
カ
ネ
は
幼
馴
染
み
だ
が
な
…
ア
カ
ネ
の
使
う
ガ
ン
プ
ラ
っ
て
イ
ー
ジ
ス
や
セ
イ
バ
ー

な
訳
で
…
後
は
判
る
だ
ろ
?
」

　
ア
カ
ネ
が
か
な
り
落
ち
込
ん
で
る
傍
で
、
先
程
の
質
問
を
す
る
シ
モ
ン
に
応
え
る
タ
ク
ミ
も
余
り
乗
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り
気
で
無
い
表
情
を
み
せ
る
。

「
成
る
程
…
要
す
る
に
フ
リ
ー
ダ
ム
の
原
作
再
現
を
狙
う
輩
に
絡
ま
れ
た
っ
て
事
か
し
ら
?
」

「
う
、
う
ん
…
余
り
に
粘
着
す
る
か
ら
、
思
い
切
っ
て
バ
ト
ル
し
て
た
ら
今
日
み
た
い
な
感
じ
に
…
」

　
察
し
た
イ
オ
リ
に
、
ア
カ
ネ
も
気
落
ち
し
な
が
ら
答
え
る
。

「
ま
ぁ
、
今
は
此
処
ま
で
な
…
所
で
シ
モ
ン
…
ち
ょ
っ
と
良
い
か
?
」

「
ん
?
タ
ク
ミ
、
ど
う
し
た
?
」

「
今
回
は
さ
…
協
力
で
バ
ト
ル
し
た
け
ど
さ
、
今
度
は
自
分
達
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ガ
ン
プ
ラ
で
バ
ト
ル
を

な
…
何
時
か
し
よ
う
っ
て
宣
戦
布
告
な
…
」

「
!?
…
そ
う
き
た
か
、
な
ら
こ
の
サ
カ
キ
・
シ
モ
ン
も
受
け
て
立
と
う
!
…
何
時
か
必
ず
な
…
」

　
一
先
ず
切
り
上
げ
た
タ
ク
ミ
は
シ
モ
ン
に
対
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ガ
ン
プ
ラ
で
の
対
決
を
宣
戦
布
告

し
、
シ
モ
ン
も
快
く
応
じ
る
…
周
り
か
ら
は
青
春
だ
ね
と
の
声
が
響
く
中
穏
や
か
に
時
間
が
過
ぎ
て
い

く
。

『
は
ぁ
…
こ
ん
な
も
の
か
い
?
僕
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
な
い
か
な
?
』

「
う
わ
ぁ
!?
…
俺
の
機
体
が
…
」

　
場
面
は
変
わ
っ
て
、
生
徒
会
長
と
こ
の
学
園
に
転
入
し
て
き
た
生
徒
の
バ
ト
ル
な
の
だ
が
…
ガ
ン
ダ

ム
バ
エ
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ガ
ン
プ
ラ
が
、
生
徒
会
長
の
フ
リ
ー
ダ
ム
ベ
ー
ス
の
ガ
ン
プ
ラ
を
圧
倒
す

る
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
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こ
の
日
を
境
に
少
し
ず
つ
だ
が
、
確
実
に
学
園
が
歪
み
始
め
る
の
を
ま
だ
誰
も
知
り
得
な
い
だ
ろ

う
。
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